
中部ブロックの社会資本の重点整備方針（素案）へ向けた市町村からの意見及びそれに対する考え方(案)

市町村意見 件数 考え方（案） 連

規格の高い道路ネットワークの整備を求める意見。
（競争力）

16
地方重点戦略１重点目標②に「高速交通ネットワークと都市圏環状道路の整備推進による連携・連結
強化」と記述しているところです。

新幹線鉄道の整備を求める意見。 3
地方重点戦略１重点目標②において「鉄道輸送のサービス向上や代替性のある高速鉄道網の形成」と
記述しているところです。

港湾の機能強化を求める意見。 2 地方重点戦略１重点目標①に「港湾・空港の機能強化」と記述しているところです。

物流基盤整備を求める意見。 1
地方重点戦略１重点目標②に「高度物流拠点や、共同集配拠点等を整備」等記述しているところで
す。

有料道路の無料化を求める意見。 2
地方重点戦略１重点目標②に「スマートインターチェンジの整備など既存ストックを徹底活用した、
ハード・ソフト両面の交通円滑化対策」として記述しているところです。

緊急輸送道路の整備を求める意見。 11 地方重点戦略２重点目標③に「緊急輸送道路の強化」等記述しているところです。

防災情報基盤の整備を求める意見。 3
地方重点戦略２重点目標③に「防災情報の共有化・高度化と災害情報の提供」と記述しているところ
です。

治水対策を求める意見。 2
地方重点戦略２重点目標①に「河川管理施設の整備や保水・遊水機能保全など流域が一体となった総
合的な治水対策」等記述しているところです。

港湾施設の耐震化を求める意見。 1
地方重点戦略２重点目標②に「住宅・建築物、下水道施設、河川管理施設、海岸保全施設、道路、港
湾・空港施設、官庁施設等の耐震化」と記述しているところです。

避難場所確保を求める意見。 1 地方重点戦略２重点目標③に「避難路・避難地の確保」と記述しているところです。

災害対策全般の取り組みを求める意見。 2 地方重点戦略２全体で記述しているところです。

土砂災害対策を求める意見。 1 地方重点戦略２重点目標①に記述しているところです。

地方重点戦略１　ものづくりをはじめ国際的に強い産業競争力ある地域づくり

地方重点戦略２　災害に強い安全で安心な地域づくり
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中部ブロックの社会資本の重点整備方針（素案）へ向けた市町村からの意見及びそれに対する考え方(案)

市町村意見 件数 考え方（案） 連

森林保全を求める意見。 3 地方重点戦略３重点目標①に「森林・水源地の保全」と記述しているところです。

沿道の景観形成を求める意見 2
地方重点戦略３重点目標④に「沿道や水辺の景観形成（日本風景街道、かわまちづくり、みなとオア
シスなど）」等記述しているところです。

水辺の景観形成を求める意見。 1
地方重点戦略３重点目標④に「沿道や水辺の景観形成（日本風景街道、かわまちづくり、みなとオア
シスなど）」等記述しているところです。

伝統的街並み保存・再生を求める意見。 1 地方重点戦略３重点目標④に記述しているところです。

健康被害防止に関する取組を求める意見。 1 地方重点戦略３重点目標①に生活環境を改善する旨記述しているところです。

外来生物対策を求める意見。 1 地方重点戦略３重点目標②に多様な生態系などを維持・再生する旨記述しているところです。

環境・景観全般の取り組みを求める意見。 2 地方重点戦略３全体で記述しているところです。

生活幹線道路の整備を求める意見。 17
地方重点戦略４重点目標②に生活幹線道路となる「命の道となる道路整備の推進、すれ違い困難な箇
所の解消を図り、医療施設等へのアクセスを強化」と記述しているところです。

規格の高い道路ネットワークの整備を求める意見。
（交流・連携）

17 地方重点戦略４重点目標①に「国内交通網を強化」と記述しているところです。

観光ルートの整備を求める意見。 10
地方重点戦略４重点目標①に「国内交通網を強化し中部圏内外の交流を拡大」、「港湾や国際空港等
を活用した世界的な交流を拡大」等記述しているところです。

地域資源を活用した整備を求める意見。 5 地方重点戦略４重点目標③に記述しているところです。

港湾・空港を活用した交流拡大を求める意見。 2
地方重点戦略４重点目標①に「港湾や国際空港等を活用した世界的な交流を拡大」と記述していると
ころです。

地方医療対策を求める意見。 2 地方重点戦略４重点目標②に「医療施設等の拠点へのアクセスを強化」と記述しているところです。

観光情報基盤の整備を求める意見。 2 地方重点戦略４重点目標①に「国内外へ地域情報を発信」等記述しているところです。

農業基盤の整備を求める意見。 2 地方重点戦略４重点目標②に中山間地・農山漁村の地域力を向上する旨記述しているところです。

広域情報基盤の整備を求める意見。 1 地方重点戦略４重点目標①に「国内外へ地域情報を発信」等記述しているところです。

交流拠点基盤の整備を求める意見。 1 地方重点戦略４重点目標③に記述しているところです。

地方重点戦略３　地域資源を活かし自然と共生する環境先進地域の形成

地方重点戦略４　魅力あふれる賑わいと活気ある地域づくり
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中部ブロックの社会資本の重点整備方針（素案）へ向けた市町村からの意見及びそれに対する考え方(案)

市町村意見 件数 考え方（案） 連

もてなしの心の醸成を求める意見。 1 地方重点戦略４重点目標③に記述しているところです。

踏切道立体化を求める意見。 1
地方重点戦略４重点目標①において「国内交通網を強化し中部圏内外の交流を拡大する高規格幹線道
路、地域高規格道路等の整備を推進」として記述しているところです。

地域間格差是正を求める意見。 1 地方重点戦略４に「地域間格差を是正」する旨記述しているところです。

交通安全施設の整備を求める意見。 5
地方重点戦略５重点目標①に「交通安全対策や歩行者優先の道づくり」として記述しているところで
す。

バリアフリーなまちづくりを求める意見。 3
地方重点戦略５重点目標①に「誰もが快適に移動できる公共交通輸送環境の向上」、「ユニバーサル
デザインの考え方を踏まえたバリアフリーな環境づくり」等記述しているところです。

住民参加促進を求める意見。 3 地方重点戦略５重点目標③に「住民参加型まちづくりの促進」等記述しているところです。

少子高齢社会対策を求める意見。 1 地方重点戦略５全体で記述しているところです。

地方の公共交通確保を求める意見。 1
地方重点戦略５重点目標①に「誰もが快適に移動できる公共交通輸送環境の向上」、「高齢者が安価
に利用できる新たな輸送サービス導入」等記述しているところです。

地方の情報基盤の整備を求める意見。 1
地方重点戦略５重点目標①に「暮らし等に必要な情報や産業活動を高度化・迅速化する情報通信環境
を整備」と記述しているところです。

身近な公園の整備を求める意見。 1 地方重点戦略５重点目標①において「歩いていける身近な公園の整備」と記述しているところです。

社会資本の計画的整備を求める意見。 4

今後概ね10年間における中部圏の国土づくりの方針を示した国土形成計画の中部圏広域地方計画と、
その地域戦略を社会資本においてより具体的に示した重点整備方針を策定することにより、社会資本
を重点的、効果的かつ効率的に整備します。

個別事業名の記述を求める意見。 51

個別事業名については、全ての事業を記述することは困難であると考えており、中部ブロックの社会
資本ビジョンとして記載すべき事業や、地域の活力となるソフト事業（時期が明確な開催イベントな
ど）に関するインフラ事業を選定して記述したいと考えております。

計 188 件（重複あり）

（参考）回答のあった市町村数＝３８市町村、うち意見無し＝６市町

地方重点戦略５　誰もが活き活きと快適に暮らせ愛着が持てる地域づくり

その他
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(参考）

重点整備方針素案へ向けた市町村意見一覧

意見分類 意見
連番

都道府県名 市町村名 意見・提案内容 意見・提案理由 備考

8 静岡県 小山町 １新東名高速道路の事業促進

２国道２４６号の小山町内暫定２車線区間
４．４ｋｍの４車線化の事業促進

３国道１３８号御殿場バイパスの４車線化の
事業促進

４国道２４６号中島インターと県道山中湖小
山線の接続事業促進

５町道足柄三保線の第２期工事（谷戸地区）
の事業促進

６国道４６９号の国道２４６号中島インター
への延伸事業化

国道２４６号及び１３８号は、富士山麓に立
地している企業の首都圏へのアクセスや富士
箱根伊豆国立公園の観光アクセスとして重要
な役割をはたしています。
しかしながら、小山町内では新東名高速道路
や国道２４６号の残り４．４ｋｍ区間及び国
道１３８号御殿場バイパスの４車線化が未着
手であります。また、国道２４６号中島イン
ター周辺の整備と、接続する県道山中湖小山
線の事業促進や国道４６９号の延伸事業化も
現在小山町で進めている、F1ビレッジ計画
の実現に対し必要不可欠な事業であります。
また、国庫補助事業として実施しております
町道足柄三保線改良舗装工事についても、市
街化区域の基幹道路の整備計画として第２期
工事（谷戸地区）の事業採択が必要でありま
す。以上の道路整備を緊急に進めていただく
ことにより、渋滞が解消されるとともに地域
の活性化及び災害時への対応を図ることが期
待される。

17 静岡県 伊豆市 東駿河湾環状道路の早期完成を図ること。 東名高速道路や新東名高速道路と一体となっ
て高速交通サービスを提供することにより、
観光を中心とした伊豆地域の産業の活性化
や、物流の効率化などに大きな役割を果たす
ことが期待できる。

－

23 静岡県 牧之原市 幹線道路に関する重点的な取組が必要 富士山静岡空港(平成21年6月4日開港)、御
前崎港、東名相良牧之原ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ、(仮称)金
谷ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞを結ぶ南北交通ﾈｯﾄﾜｰｸの構築が
地域発展に欠かせない最重要課題である。
また東西幹線道路の交通渋滞緩和に国道150
号バイパスの早期完成が、この地域の活性化
に拍車をかける。

－

27 静岡県 御前崎市 平成20年9月19日付けの「今後の道路行政
についての意見・提案の提出について」で提
案
☆地域活力の向上
国道150号4車線化事業
渋滞を解消するため2車線から4車線化に早
期整備

－

31 静岡県 袋井市 ２．活力ある中部（強い産業競争力）
②国内交通ネットワークを強化し、スムーズ
な移動を可能にします。
国道1号の完全４車化・完全高架化（静岡県
西部地区）

静岡県西部地区は、中部地方ブロックの内で
も取り分け製造業の立地が盛んで、ものづく
り産業の中心地区である。
ものづくり産業にとって物流は重要な要素で
あるが、主要幹線道路である国道1号は2車
線の上に一部現道との平面交差があり、毎日
のように交通渋滞が発生している状況であ
る。本年6月には富士山静岡空港も開港する
ことから、益々国道1号の重要性が増してお
り事業の促進を強く望む。

都市計画課

32 静岡県 湖西市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月２０日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆地域活力の向上
高規格幹線道路と既存ストックを活用した交
通ネットワークの再構築：国道23号バイパ
スの早期完成、浜松三ヶ日・豊橋道路の建設
実現、都市計画道路の見直し（国道301号
バイパスの建設等）、企業誘致施策の推進

― ―

44 岐阜県 高山市 ２．活力ある中部（強い競争力）
②国内交通ネットワークを強化し、スムーズ
な移動を可能にします。
農林水産物の価格が低迷するな中で、流通改
革の取組みが必要

東海北陸自動車道は、北陸圏と中部圏を結ぶ
交通ネットワークを形成するうえで根幹をな
しており、必要かつ重要な道路であり、４車
線化に向けた取り組みが必要である。

－

45 岐阜県 高山市 ２．活力ある中部（強い競争力）
②国内交通ネットワークを強化し、スムーズ
な移動を可能にします。
地域産業の活性化、広域観光ルートによる連
携強化を図るため交通ネットワークの強化が
必要

中部縦貫自動車道は、関東、中部、北陸地方
の広域的、一体的発展が大きく期待され、中
部縦貫自動車道の事業促進が必要である。

－

規格の高い道路ネッ
トワークの整備を求
める意見。
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(参考）

重点整備方針素案へ向けた市町村意見一覧

意見分類 意見
連番

都道府県名 市町村名 意見・提案内容 意見・提案理由 備考

54 岐阜県 高山市 ４．交流が活発な中部（交流・連携）
①人・モノ・情報の交流を拡大・活発化しま
す。
北陸圏と中部圏の魅力的な観光ルート、国際
競争力のある物流機能や人的交流機能等高速
交通ネットワークのアクセスを推進すること
が必要

能登自動車道は、北陸圏と中部圏を結ぶ交通
ネットワークを形成するうえで国際的な物
流、人的交流機能を有しており、必要かつ重
要な道路であり更なる整備促進が必要であ
る。

北陸ブロック地方
重点方針意見

84 愛知県 大治町 道路事業に関する意見・提案については、平
成２０年１０月１４日付け２０大都整第２１
７号で道路局長あてに提出したものと同じで
す。
☆中部圏発展及び渋滞緩和
名古屋環状2号線整備促進

85 愛知県 大治町 道路事業に関する意見・提案については、平
成２０年１０月１４日付け２０大都整第２１
７号で道路局長あてに提出したものと同じで
す。
☆愛知県尾張西部地域発展
東海北陸自動車道南進建設促進

92 愛知県 半田市 港湾施策の重点事項に関しては、平成２０年
１１月１９日付けで、港湾局長あてに提出し
たものと同じ。
☆交通量の増大に対処するため、臨港道路武
豊線の4車線化の早期完成及び周辺幹線道路
の整備を図ること。

都市計画課

97 三重県 亀山市 　中部圏の広域連携機能を強化し、産業を更
に発展させるため、東西交通の主要な動脈の
１つである新名神高速道路の実現に向けて重
点的に取り組むこと。

　現在の東名阪自動車道の混雑を緩和し、中
部圏における産業を更に発展させるため、東
西交通の主要な動脈の１つとなる新名神高速
道路についての具体的な記載が必要である。

99 三重県 亀山市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月２２日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆国際競争力の強化のための交通サービスの
向上
新名神高速道路(亀山～四日市間)の早期完成

104 三重県 亀山市 近畿圏・中部圏の結びつきを更に強め、両圏
域の更なる発展を図るため、東西交通の主要
な動脈の１つである新名神高速道路の実現に
向けて重点的に取り組むこと。

　近畿圏・中部圏の連携のため、東西交通の
主要な動脈の１つとなる新名神高速道路につ
いての具体的な記載が必要である。

近畿ブロック地方
重点方針意見

123 三重県 熊野市 南三重地域及び紀伊半島南部の恵まれた自然環境
は、この地域の発展には必要不可欠な重要な観光
資源であります。しかし、産業・経済・文化等の
開発振興の根幹である社会資本の整備の遅れは、
これら多くの観光資源と豊富な農林水産資源を充
分に活用できない重要な課題となっています。ま
た、昨今の医師不足から、病院の統合は必須と
なってきており、大病院と距離のある地方では命
にかかわる重大な問題となっています。更に、わ
が国有数の豪雨地帯である紀伊半島南部は、度重
なる台風や集中豪雨により再三陸の孤島となって
います。このようなことから、吉野熊野国立公園
や世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」（熊野古
道）を始めとする資源を充分活用するととも
に、、緊急時や災害時に対し、安全で安心できる
信頼性のある交通ネットワークを構築していただ
きたい。そのためには、近畿ブロックとの連携を
更に強化し、紀伊半島を周遊する道路整備、京阪
神と最短距離で結ぶ道路を整備するため、近畿自
動車道紀勢線、一般国道４２号、一般国道１６８
号及び一般国道１６９号を一体的に整備していた
だきたい。

中部ブロックのめざすべき将来の姿（案）を
実現するためには、中部圏と近畿圏の両ブ
ロックが連携した高規格幹線道路等の整備が
不可欠である。
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重点整備方針素案へ向けた市町村意見一覧

意見分類 意見
連番

都道府県名 市町村名 意見・提案内容 意見・提案理由 備考

22 静岡県 富士市 重要港湾田子の浦港のより一層の活用と利用
する地域の発展のため、物流機能の高度化及
び施設の拡充が必要。

現在、田子の浦港では、大型船舶入港に対応
するため、航路、泊地の水深12m増深浚渫
工事が進行中であるが、今後、大型船舶入港
の安全な操舵に対応した航路、泊地の拡幅事
業が必要となるため。

24 静岡県 牧之原市 港湾に関する重点的な取組が必要。 陸・海･空のトライアングルゾーンとして御
前崎港の更なる整備は欠かせない事業であ
る。この不況下の先に見えてくる経済発展に
対応するため第2バースの整備が重要な施策
である。

－

物流基盤整備を求め
る意見。

48 岐阜県 高山市 ２．活力ある中部（強い競争力）
農林水産物の価格が低迷するなか、流通改革
の取組みが必要

消費者ニーズにマッチした流通・販売ルート
の拡大の促進だけではなく、農家の農業収入
を確保するための抜本的な流通改革（直接販
売のシェア拡大）が必要である。

－

有料道路の無料化を
求める意見。

88 愛知県 半田市 道路施策の重点事項に関しては、平成２０年
１０月２０日付けで、道路局長あてに提出し
たものと同じ。
☆地域経済発展につながる道路ネットワーク
形成のための法改正
衣浦トンネルの無料化

土木課

4 長野県 天龍村 H20年10月15日付で道路局長あてに提出し
たものと同じ。（別紙）
☆交通安全対策及び危機管理対策
国道418号国補特殊改良事業
安全な車両交互通行、緊急車両の安定走行、
観光面での大型車両の乗り入れ可能や利用者
の増加

－

5 長野県 木曽町 災害等緊急時の交通確保のため幹線道路のバ
イパス化や耐震改修の取り組みが必要。

山間の急傾斜地帯である木曽地域では唯一の
南北縦貫道路である国道19号に依存してお
り、バイパス道路の整備と耐震化による安全
な交通の確保が重要であるため。

国土交通省道路局
長宛木曽企第１２
０号（平成20年
10月20日）「今
後の道路行政につ
いての意見・提
案」と概ね同様

8 静岡県 小山町 １新東名高速道路の事業促進

２国道２４６号の小山町内暫定２車線区間
４．４ｋｍの４車線化の事業促進

３国道１３８号御殿場バイパスの４車線化の
事業促進

４国道２４６号中島インターと県道山中湖小
山線の接続事業促進

５町道足柄三保線の第２期工事（谷戸地区）
の事業促進

６国道４６９号の国道２４６号中島インター
への延伸事業化

国道２４６号及び１３８号は、富士山麓に立
地している企業の首都圏へのアクセスや富士
箱根伊豆国立公園の観光アクセスとして重要
な役割をはたしています。
しかしながら、小山町内では新東名高速道路
や国道２４６号の残り４．４ｋｍ区間及び国
道１３８号御殿場バイパスの４車線化が未着
手であります。また、国道２４６号中島イン
ター周辺の整備と、接続する県道山中湖小山
線の事業促進や国道４６９号の延伸事業化も
現在小山町で進めている、F1ビレッジ計画
の実現に対し必要不可欠な事業であります。
また、国庫補助事業として実施しております
町道足柄三保線改良舗装工事についても、市
街化区域の基幹道路の整備計画として第２期
工事（谷戸地区）の事業採択が必要でありま
す。以上の道路整備を緊急に進めていただく
ことにより、渋滞が解消されるとともに地域
の活性化及び災害時への対応を図ることが期
待される。

16 静岡県 伊豆市 伊豆縦貫自動車道の一環である「天城北道
路」大平ICから天城湯ヶ島IC（仮称）までの
天城北道路第２工区及び国道１３６号までの
早期着手・早期完成が大いに期待されてい
る。

慢性化している国道１３６号、国道４１４号
の渋滞解消観光を始め広域的医療や福祉サー
ビス、さらには災害時の緊急輸送路として重
要な役割を担っている。

－

港湾の機能強化を求
める意見。

緊急輸送道路の整備
を求める意見。
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重点整備方針素案へ向けた市町村意見一覧

意見分類 意見
連番

都道府県名 市町村名 意見・提案内容 意見・提案理由 備考

37 岐阜県 高山市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月２０日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆交通対策、危機管理強化
中部縦貫自動車道の整備促進、国道41号の
高規格化と石浦・高山国府ＢＰの整備促進、
橋梁補修（耐震対策）事業の推進、豪雪雪寒
対策事業の推進、踏切拡幅事業の推進など

－ －

102 三重県 亀山市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月２２日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆大規模な地震、火災に強い国土づくり等
広域幹線道路（国道１号の四車線化、国道１
号関バイパス）、地域高規格道路（鈴鹿亀山
道路）、生活幹線道路（国道３０６号）等の
整備

109 三重県 伊勢市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月２０日付け　２０監理第１７３８
号で道路局長あてに提出したものと同じ。
☆安全・安心な生活環境
緊急輸送道路の整備・橋梁の耐震化

－ －

120 三重県 鳥羽市 　中部地方の将来像の中で、「災害に強い中
部「[安全・安心]」という考え方が示されて
いるが、重要な視点であると考える。本市は
二次救急を市外の総合病院に委ねていること
から、災害時に寸断されることのない交通体
系の構築に向け、迂回路等の確保は喫緊の課
題である。また、本市は４つの有人離島を有
しているが、災害まで至らずとも少しの悪天
候で救急患者の本土への搬送が困難になるた
め、「命の道」という観点から架橋の整備は
急務である。

昨年度提出した「道路行政への意見」に詳細
を記しているが、本市を走る県道阿児磯部鳥
羽線は安楽島町、浦村町海浜部の唯一の道路
であるため、道路災害が発生した際には交通
が遮断されることになる。また、左欄に記し
た離島についても荒天時には島民は完全に孤
立することになる。４離島のうち、最も大き
く、約３０００人が暮らす答志島でについて
は架橋の必要性が三重県離島振興計画に示さ
れているが、実現に向けた明確な位置づけが
必要であると考えている。

122 三重県 御浜町 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月１４日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆総合的な交通安全対策及び危機管理の強化
高速道路が完成すれば地震による災害時の救
援車両の通行の確保が期待される

－ －

123 三重県 熊野市 南三重地域及び紀伊半島南部の恵まれた自然環境
は、この地域の発展には必要不可欠な重要な観光
資源であります。しかし、産業・経済・文化等の
開発振興の根幹である社会資本の整備の遅れは、
これら多くの観光資源と豊富な農林水産資源を充
分に活用できない重要な課題となっています。ま
た、昨今の医師不足から、病院の統合は必須と
なってきており、大病院と距離のある地方では命
にかかわる重大な問題となっています。更に、わ
が国有数の豪雨地帯である紀伊半島南部は、度重
なる台風や集中豪雨により再三陸の孤島となって
います。このようなことから、吉野熊野国立公園
や世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」（熊野古
道）を始めとする資源を充分活用するととも
に、、緊急時や災害時に対し、安全で安心できる
信頼性のある交通ネットワークを構築していただ
きたい。そのためには、近畿ブロックとの連携を
更に強化し、紀伊半島を周遊する道路整備、京阪
神と最短距離で結ぶ道路を整備するため、近畿自
動車道紀勢線、一般国道４２号、一般国道１６８
号及び一般国道１６９号を一体的に整備していた
だきたい。

中部ブロックのめざすべき将来の姿（案）を
実現するためには、中部圏と近畿圏の両ブ
ロックが連携した高規格幹線道路等の整備が
不可欠である。

　

128 長野県 塩尻市 道路事業に関する目標等については、平成
20年10月20日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆総合的な交通安全対策及び危機管理の強化
国道19号桜沢バイパス事業の推進

－ 　
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重点整備方針素案へ向けた市町村意見一覧

意見分類 意見
連番

都道府県名 市町村名 意見・提案内容 意見・提案理由 備考

13 静岡県 伊東市 情報通信手段の高度化や隣接する圏域との情
報の一元化に関する取組が必要

伊豆半島地域は地震による災害が多く、また
観光地として首都圏に隣接し、交流人口も多
い。災害時に必要な通信手段の高度化や生活
圏域を同じくする首都圏との情報の一元化は
伊豆地方を代表する主要な施策であるため。

20 静岡県 富士市 緊急地震速報の地震到達までの時間短縮と精
度向上を図るため、地上の計測震度計、海底
の震度計の設置箇所を増加することによる計
算処理速度及び精度の改善と、高度防災情報
システムを構築することによる通信速度の改
善が必要。

東海・東南海・南海地震等が危惧される中部
圏では緊急地震速報は、地震災害対策におい
て有効な警報手段である。この警報の速度と
精度がより向上することにより、人的被害は
被害想定数をはるかに下回ると予測されるた
め。

42 岐阜県 高山市 １．災害に強い中部（安全・安心）
④災害・事故に係る情報提供や災害対応体制
を強化します。
火山観測体制に対する重点的な取り組みが必
要

火山防災は、噴火の予測が困難でありその範
囲も地方自治体の区域を越えて広範囲に及ぶ
ため、火山観測体制の強化、火山噴火緊急減
災対策砂防計画に基づく対策施設整備等が必
要である。

－

75 岐阜県 大垣市 揖斐川流域の治水・砂防施設の整備促進 　流域住民の生命と財産を自然災害から守る
治水事業は、社会基盤整備において最も優先
されなければならないもので、徳山ダム完成
後においても、揖斐川水系の治水事業の促進
を強く要望するもの

82 愛知県 春日町 水害等に関する重点的な取組が必要。 本町は、平成12年の東海豪雨で大きな被害
を受けており、目指すべき将来像に照らし
て、地方を代表する主要な施策であるため。

港湾施設の耐震化を
求める意見。

90 愛知県 半田市 港湾施策の重点事項に関しては、平成２０年
１１月１９日付けで、港湾局長あてに提出し
たものと同じ。
☆逼迫する東海地震など、大規模地震に対処
するため、耐震強化岸壁の整備をはじめ、港
湾施設の耐震補強、海岸堤防などの液状化対
策の促進を図ること。

都市計画課

避難場所確保を求め
る意見。

95 三重県 川越町 道路行政については、平成20年10月17日
付けで道路局長あてに提出したものと同じ。
☆高速道路等の有効利用について
水害時等において避難場所として利用

－ 「今後の道路行政
について意見・提
案」

災害対策全般の取り
組みを求める意見。

12 静岡県 沼津市 災害に関する重点的な取組が必要。 大地震の発生が懸念されるとともに、津波、
豪雨などの自然災害による被害に対し脆弱な
当圏域においては、安全安心な生活の確保が
重要な施策となる。このため、災害対応の交
通網整備とともに、抜本的な治水対策ととも
に、情報通信網の整備が必要と考える。

125 岐阜県 美濃市 地震をはじめとした災害に強い安全・安心な地域
づくりに関する重点的な取組が必要。

　東海地震・東南海地震などの地震による大規模
災害は、いつ起きてもおかしくないと言われてい
る。こうした地震が発生すると単独の自治体では
対応が困難であると考えられる。災害に強い地域
づくりのため災害発生時の連携・協力を強化する
必要がある。
　河川を多く抱える自治体として、地域環境に配
慮した生態系にやさしい河川改修の実施により、
多自然型河川空間の創出の必要性が考えられる。
　また、大雨による水害と地震が同時に発生する
ような複合型災害の可能性も考慮に入れた防災対
策を図る必要があります。

土砂災害対策を求め
る意見。

43 岐阜県 高山市 １．災害に強い中部（安全・安心）
総合的な土砂災害対策に関する取り組みが必
要

土砂防止法に基づく土砂災害警戒区域、土砂
災害特別警戒区域指定に伴う災害時要援護者
施設等が立地する危険箇所の整備、孤立集落
対策などハード・ソフト対策を連携させた災
害防除対策が必要である。

－

防災情報基盤の整備
を求める意見。

治水対策を求める意
見。
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重点整備方針素案へ向けた市町村意見一覧

意見分類 意見
連番

都道府県名 市町村名 意見・提案内容 意見・提案理由 備考

47 岐阜県 高山市 ２．活力ある中部（強い競争力）
森林等の自然環境を活かした新たな産業の創
出に関する取り組みが必要

中部圏域は多くの森林資源等を有しており、
間伐材等を活用した新たな産業の創出を図る
ことによる活力ある中部を創出するため必要
である。

－

50 岐阜県 高山市 ３．自然と共生する中部（環境・景観）
④美しい自然環境を保全・創出し、多様な生
態系を維持・再生します。
土地本来の木による森林（緑）づくりの取組
みを推進することが必要

新たな産業・新たな雇用創出、地球温暖化防
止等、バイオマスの発生から利用までが効率
的な総合的利活用システム（バイオマスタウ
ン）の構築が必要である。

－

51 岐阜県 高山市 ３．自然と共生する中部（環境・景観）
①地球温暖化を抑制するための温室効果ガス
の削減を推進します。
③ごみの発生抑制・循環型社会の構築を支援
します。
土地本来の木による森林（緑）づくりの取組
みを推進することが必要

新たな産業・新たな雇用創出、地球温暖化防
止等、バイオマスの発生から利用までが効率
的な総合的利活用システム（バイオマスタウ
ン）の構築が必要である。

－

沿道の景観形成を求
める意見

39 岐阜県 高山市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月２０日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆地域主体の道路空間を活用した魅力の創出
電線地中化整備事業の整備促進（国道158
号他）、歴史的環境形成総合支援整備事業、
歴史街道事業及び官道などの再生、景観保全
事業など

－ －

沿道の景観形成を求
める意見

110 三重県 伊勢市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月２０日付け　２０監理第１７３８
号で道路局長あてに提出したものと同じ。
☆良好な景観形成
景観重要公共施設の指定（御幸道路、御木本
道路など全12路線）による景観形成（無電
柱化や自然風景の保全）、伊勢志摩風景街道
の整備

－ －

水辺の景観形成を求
める意見。
身近な公園の整備を
求める意見。

91 愛知県 半田市 港湾施策の重点事項に関しては、平成２０年
１１月１９日付けで、港湾局長あてに提出し
たものと同じ。
☆港湾環境に対する関心が高まるなか、地域
にとって身近に憩うことができる親水空間の
形成及び半田運河を核とした魅力ある地域づ
くりを図ること。

都市計画課

伝統的街並み保存・
再生を求める意見。

6 長野県 木曽町 優れた自然・歴史的景観の所在する地域にお
いて重点的に電線類の地中化等の無電線化を
進め景観阻害要因を排除する取り組みが必
要。

歴史に彩られた中山道木曽路の宿場内や、御
嶽山等の雄大な景観を望み、景観が大きな観
光資源となっている地域において、電柱・電
線類は大きな景観阻害要因となっているた
め。

国土交通省道路局
長宛木曽企第１２
０号（平成20年
10月20日）「今
後の道路行政につ
いての意見・提
案」と概ね同様

健康被害防止に関す
る取組を求める意
見。

14 静岡県 伊東市 健康被害防止に関する重点的な取組が必要 花粉症対策については、国策としての取組み
とすべき内容と考えるが、森林地域において
は重要かつ必要な施策であるため。

外来生物対策を求め
る意見。

49 岐阜県 高山市 ３．自然と共生する中部（環境・景観）
①地球温暖化を抑制するための温室効果ガス
の削減を推進します。
生物多様性を保全するため、外来生物除去に
対する取組みが必要

高山市は、白山国立公園、中部山岳国立公園
を有しており特別天然記念物のライチョウを
はじめ、高山植物など貴重な動植物の宝庫と
なっているが、外来生物の影響による自然保
護上大きな問題となっている。生物多様性の
保全を推進するため、外来植物対策の強化が
必要である。

－

森林保全を求める意
見。
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重点整備方針素案へ向けた市町村意見一覧
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連番
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環境・景観全般の取
り組みを求める意
見。

34 岐阜県 東白川村 環境保全及び良好な景観の形成に対する取組
が必要。

国土形成計画法第２条１項8号に記載された
国土の環境、景観に関する事項について地方
が主体となる主要施策が必要である。

八　国土における
良好な環境の創出
その他の環境の保
全及び良好な景観
の形成に関する事
項

126 岐阜県 美濃市 自然環境・歴史・文化資源の再生・活用に関す
る重点的な取組が必要。

 「美しい国づくり政策大綱」「景観法成立・施行」
「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する
法律（歴史まちづくり法）」など、国からも歴史的
風致や伝統文化の保存、景観形成を推進する施策が
打ち出され、自然環境・歴史・文化資源など、将来
に受け継がれるべきものを再生・保存・活用する施
策であり、地方の課題や目指すべき将来像に取り組
む、地方を支援する代表的な施策である。
　参考までに当市では、まちづくりの将来像「住み
たいまち　訪れたいまち　美濃市」の実現のため
に、スローライフシティをキーワードに、人の心を
大切に、豊かな自然と共生し、伝統ある歴史文化を
活用した、ゆとりと豊かさのある暮らしを目指すま
ち、独自の本物の良さを出し合う「小さくてもきら
りと光るオンリーワンのまちづくり」を進めていま
す。
　豊かな自然と先人から受け継いだ伝統文化、特に
景観については、重要伝統的建造物保存地区を抱え
景観行政団体として、市民と共同して良好な景観を
「まもる」、景観を壊す阻害物を「なくす」、そし
て、将来に向けて新しい景観を「つくる」こととし
て多くの課題に取り組み推進しています。
　全国的にも伝統的建造物群保存地区のみならず、
周辺の風致地区や別途に指定すべき地区を持つ市町
村に対し国としても、日本の歴史的風土を後世に残
すため、更なる支援が必要である。これらは、既に
各市町村で推進しており国の地方への緊急支援とし
て有効である。

4 長野県 天龍村 H20年10月15日付で道路局長あてに提出し
たものと同じ。（別紙）
☆交通安全対策及び危機管理対策
国道418号国補特殊改良事業
安全な車両交互通行、緊急車両の安定走行、
観光面での大型車両の乗り入れ可能や利用者
の増加

－

18 静岡県 伊豆市 伊豆横断道路の建設促進の希望。　（県道中
大見八幡野線　県道伊東西伊豆線　市道矢熊
筏場線　国道１３６号）

安全で快適な地域間の産業振興を図るため
「伊豆縦貫自動車道」の早期全面開通と併せ
まして、伊豆地域の遅れている道路整備の推
進を図り既存道路と一体となった効率的な道
路ネットワークの構築を希望する。

－

28 静岡県 御前崎市 平成20年9月19日付けの「今後の道路行政
についての意見・提案の提出について」で提
案
☆地域活力の向上
主要地方道掛川浜岡線道路拡幅事業
狭あい道路と渋滞を解消するための道路拡幅
整備

－

29 静岡県 森町 新東名がＨ２４年に開通に伴いインター周
辺・アクセス道路整備が必要。

インター周辺道路及び現東名と新東名のアク
セス道路を整備することにより、流通業務機
能や特産品の生産、販売施設等産業交流拠点
として地域の活性化及び交通円滑化を図る。

－

30 静岡県 森町 中山間地の狭隘道路整備が必要。 この地域の移動手段は、車で道路が狭隘です
れ違いが困難な道路が数多くあり、通勤に多
くの時間を要します。また農林業の衰退もあ
り過疎化しているため、都市部の連携、交流
圏の拡大のため、狭隘道路整備を図る。

－

36 岐阜県 高山市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月２０日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆市域の一体化の醸成に向けた社会資本の整
備
高山市街地外環状線の整備促進、主要地方道
国府見座線（通称十三墓峠）の整備促進、国
道361号（高根町地内）の整備促進、国道
158号（荘川町地内）の整備促進など

－ －

生活幹線道路の整備
を求める意見。
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40 岐阜県 高山市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月２０日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆地域内道路を計画的に整備
計画的な道路整備と、その財源確保

－ －

69 岐阜県 岐阜市 交通ネットワークの強化や交通の円滑化を図
るための具体的な取り組みに関する記述が必
要。

・国道１５６号など、地域間の交流・連携の
ために活用されているものの、交通渋滞等の
課題を抱えた生活幹線道路の整備について
は、特に、重点的に取り組む必要があること
から、本方針において明確に記述すべきであ
ると考える。

・特に、本方針は、「広域地方計画に示され
る地域戦略を実現するための具体的な方針を
定める」ものであることから、生活幹線道路
の整備のうち、特に重要な事業については、
個別具体的な記述が必要であると考える。

－

73 岐阜県 大垣市 高規格幹線道路にアクセスする国道・県道の
ネットワークの整備

　交通渋滞や交通事故が多発する主要幹線道のバ
リアフリー対策を含めた交通安全対策や、高規格
道路へのアクセス向上のため
＜主な路線＞
・県道大垣江南線　21号の渋滞緩和
・（都）静里中島線　大垣西ICのアクセス道
・（都）神田神戸線　中心市街地の渋滞緩和
・（都）大垣駅南口線　中心市街地へのアクセス
向上

　

74 岐阜県 大垣市 西濃地域と福井県丹南地域の広域ネットワー
クの形成する冠山トンネルと国道４１７号の
整備促進

　岐阜県と福井県の県境部分で交通不能区間
を、冠山トンネルで結び、さらに連結する国
道４１７号線を整備することにより、両県の
交通ネットワークの形成を促進される。

77 岐阜県 輪之内町 　東海環状自動車道西廻りルートの整備に伴
い、揖斐川に長大橋〈（仮称）新養老大橋〉
を架橋することにより、西濃南部地域の活性
化や発展に繋げていく。

　平成２０年９月１９日付けで国土交通省道
路局長より依頼の「今後の道路行政について
の意見・提案について」で回答した（別紙参
照）とおり。

－

78 岐阜県 輪之内町 　安八町内に設置予定のスマートＩＣ供用開
始に向けての揖斐川・長良川堤防道路へのア
クセス道路整備の必要性。

　長良川・揖斐川両堤防道路については、大
型車両等の交通量が多く主に流通業者の利用
頻度が高い道路であります。
安八町内にスマートＩＣが設置・供用開始さ
れると当該車両等が当該ＩＣへの出入りもか
なり見込まれることから堤防道路とスマート
ＩＣへのアクセス道路の整備が必要になって
くると予想されるため。

－

83 愛知県 大治町 道路事業に関する意見・提案については、平
成２０年１０月１４日付け２０大都整第２１
７号で道路局長あてに提出したものと同じで
す。
☆地域活力の向上及び渋滞緩和
主要地方道名古屋津島線バイパス建設促進

86 愛知県 大治町 道路事業に関する意見・提案については、平
成２０年１０月１４日付け２０大都整第２１
７号で道路局長あてに提出したものと同じで
す。
☆地域活力の向上
木曽川・長良川新架橋促進

100 三重県 亀山市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月２２日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆地域活力の向上
広域幹線道路（国道１号の四車線化、国道１
号関バイパス）、地域高規格道路（鈴鹿亀山
道路）、生活幹線道路（国道３０６号）等の
整備
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101 三重県 亀山市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月２２日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆都市交通の快適性、利便性の向上
幹線道路を補完する県道や市道の整備

123 三重県 熊野市 南三重地域及び紀伊半島南部の恵まれた自然環境
は、この地域の発展には必要不可欠な重要な観光
資源であります。しかし、産業・経済・文化等の
開発振興の根幹である社会資本の整備の遅れは、
これら多くの観光資源と豊富な農林水産資源を充
分に活用できない重要な課題となっています。ま
た、昨今の医師不足から、病院の統合は必須と
なってきており、大病院と距離のある地方では命
にかかわる重大な問題となっています。更に、わ
が国有数の豪雨地帯である紀伊半島南部は、度重
なる台風や集中豪雨により再三陸の孤島となって
います。このようなことから、吉野熊野国立公園
や世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」（熊野古
道）を始めとする資源を充分活用するととも
に、、緊急時や災害時に対し、安全で安心できる
信頼性のある交通ネットワークを構築していただ
きたい。そのためには、近畿ブロックとの連携を
更に強化し、紀伊半島を周遊する道路整備、京阪
神と最短距離で結ぶ道路を整備するため、近畿自
動車道紀勢線、一般国道４２号、一般国道１６８
号及び一般国道１６９号を一体的に整備していた
だきたい。

中部ブロックのめざすべき将来の姿（案）を
実現するためには、中部圏と近畿圏の両ブ
ロックが連携した高規格幹線道路等の整備が
不可欠である。

　

1 長野県 上田市 首都圏との連携に関する道路整備として上信
自動車道に関する重点的な取組み(全線の整
備区間指定と県内分の着工）が必要。

中部圏広域地方計画中間整理の第5章「北陸
圏等の連携」、第3節「東北・首都・近畿圏
との連携」に係る重要な事業である。

－

16 静岡県 伊豆市 伊豆縦貫自動車道の一環である「天城北道
路」大平ICから天城湯ヶ島IC（仮称）までの
天城北道路第２工区及び国道１３６号までの
早期着手・早期完成が大いに期待されてい
る。

慢性化している国道１３６号、国道４１４号
の渋滞解消観光を始め広域的医療や福祉サー
ビス、さらには災害時の緊急輸送路として重
要な役割を担っている。

－

21 静岡県 富士市 道路事業に関する提案については平成20年
10月16日付け富建街発第17号で国道交通
省道路局長宛提出した物と同じ。
☆都市交通の快適性・利便性の向上
国道139号線富士改良、国道１号富士由比
バイパス富士立体

・国道139号線
富士改良
・国道１号富士由
比バイパス富士立
体

35 岐阜県 高山市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月２０日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆自立的発展や地域間交流を推進する広域交
通網整備
中部縦貫自動車道の整備促進、国道41号の
高規格化と石浦・高山国府ＢＰの整備促進、
国道361号（高根町地内）の整備促進、国
道471号（上宝町支所管内）の整備促進な
ど

－ －

55 岐阜県 高山市 ４．交流が活発な中部（交流・連携）
②社会基盤整備で都市機能を高度化し、各地
域の自立を促進します。
道路ネットワークは国民生活や経済活動を支
える総合的なインフラであり、着実な整備が
必要

各地域の強みを発揮しながら活力を維持増進
していくためには高規格幹線道路や地域高規
格道路など都市圏間道路ネットワークのほ
か、広域連携ネットワーク道路の整備が必要
である。

－

規格の高い道路ネッ
トワークの整備を求
める意見。
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67 岐阜県 岐阜市 東海環状都市間等の広域交流ネットワークの
形成とそれを実現するための東海環状自動車
道全通に関する重点的な取り組みが必要。

・日本のまんなかという位置的優位性を活かし、
交流・連携が活発な中部を形成するには、人・モ
ノ・情報の交流が活発で賑わいのある広域交流
ネットワークの構築が不可欠である。これを実現
するためには、都市間をつなぐ交流・連携ネット
ワークの社会基盤整備の充実が重要課題であり、
これを強力に推進していく必要があることから、
本方針において左記事項を明確に記述すべきであ
ると考える。

・特に、前回（平成１５～１９年度）の方針では
東海環状都市圏の形成とそのための環状道路等の
整備・充実について重点化されていたが、東海環
状自動車道は、東回りルート（豊田東JCT～関広
見IC）の全区間が開通したものの、西回りルート
（関広見IC～四日市北JCT）は未整備という状況
である。当該プロジェクトは、東海環状都市間の
ネットワーク構築による交流・連携が活発な中部
の実現に不可欠であることから、東海環状自動車
道全通に関する具体的な記述が必要であると考え
る。

・また、道路特定財源や道路整備計画の見直しが
進む現状において、東海環状自動車道全通の実現
性を確固たらしめるためには、上位計画である本
方針において、その重要性を明記しておく必要が
ある。

－

68 岐阜県 岐阜市 岐阜南部横断ハイウェイ等の地域高規格道路
や国道２１・２２号等の広域幹線道路の整備
に関する具体的な記述が必要。

・岐阜南部横断ハイウェイ等の地域高規格道
路や国道２１・２２号等の広域幹線道路は、
高規格幹線道路と接続し、県内の都市間交
流・連携ネットワークの構築にとどまらず、
広域の都市間交流・連携ネットワークの構築
にも寄与するものであることから、本方針に
おいて、地域高規格道路や広域幹線道路の整
備について明確に記述すべきであると考え
る。

・特に、本方針は、「広域地方計画に示され
る地域戦略を実現するための具体的な方針を
定める」ものであることから、地域高規格道
路や広域幹線道路の整備などの主要事業につ
いては、個別具体的な記述が必要であると考
える。

－

72 岐阜県 大垣市 東海環状自動車道路（西回りルート）の建設
促進

　中部国際空港、名古屋・四日市港を活用し
た海外の諸都市との連携や、東名・名神高速
道路等の高規格幹線道路との広域的なネット
ワーク形成のため.

　

96 三重県 川越町 道路行政については、平成20年10月17日
付けで道路局長あてに提出したものと同じ。
☆道路が輻輳する結節点における集中投資
北勢バイパスの早期供用

－ 「今後の道路行政
について意見・提
案」

106 三重県 御浜町 近畿自動車道紀勢線（熊野市～新宮市間）を
予定路線から基本計画路線へ格上げし早期着
工を要望

地方の課題や目指すべき将来像に照らして、
地方を代表する主要な施策であるため。

－

107 三重県 伊勢市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月２０日付け　２０監理第１７３８
号で道路局長あてに提出したものと同じ。
☆道路ネットワークの充実
南北幹線道路（【都】秋葉山高向線）の整
備、伊勢志摩連絡道路（第二伊勢道路）の整
備

－ －

御浜町は
121,122にもあり
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重点整備方針素案へ向けた市町村意見一覧

意見分類 意見
連番

都道府県名 市町村名 意見・提案内容 意見・提案理由 備考

112 三重県 志摩市 伊勢湾口道路の整備に関する重点的な取組が
必要。

　景気の悪化による若年層の流出が課題となって
いるが、「伊勢湾口道路」の整備により、県域を
越えた通勤圏の拡大、労働力の相互供給、企業誘
致の面において、大きな効果が期待される。
　外国人観光客の誘致には、中部国際空港との連
携が不可欠であり、「伊勢湾口道路」の整備によ
るアクセス向上が必要である。
　また、今後は、点在する観光地を連携させ、広
域観光を推進することが重要となり、県域を超え
た観光地間の連携の促進とともに、交通アクセス
の整備を図る必要がある。そのためには、伊勢神
宮の御遷宮に併せて集客数が増す伊勢志摩地域と
三遠南信地域の日本を代表する両観光地の連携を
促進する「伊勢湾口道路」の整備は不可欠であ
る。
　これらのことから、地方の課題や目指すべき将
来像に照らして、地方を代表する主要な施策であ
るため。

113 三重県 志摩市 東海南海連絡道の整備に関する重点的な取組
が必要。

　景気の悪化による若年層の流出が課題となって
いるが、「東海南海連絡道」の整備により、県域
を越えた通勤圏の拡大、労働力の相互供給、企業
誘致の面において、大きな効果が期待される。
　外国人観光客の誘致には、関西国際空港との連
携が不可欠であり、「東海南海連絡道」の整備に
よるアクセス向上が必要である。
　また、今後は、点在する観光地を連携させ、広
域観光を推進することが重要となり、県域を超え
た観光地間の連携の促進とともに、交通アクセス
の整備を図る必要がある。そのためには、近畿圏
との連携を促進する「東海南海連絡道」の整備は
不可欠である。
　これらのことから、地方の課題や目指すべき将
来像に照らして、地方を代表する主要な施策であ
るため。

115 三重県 志摩市 伊勢志摩連絡道路の整備に関する重点的な取
組が必要。

　国道２６０号バイパスの開通をひかえ、観光地
としての更なる集客力アップや合併による地域間
交流の強化、産業の振興のためには、「英虞湾架
橋」の建設による周遊ルートの設定、「伊勢志摩
連絡道路（第二伊勢道路）」の整備による伊勢・
鳥羽地域との交通アクセスの向上が不可欠であ
る。
　志摩市は、東海地震防災対策強化地域と東南
海・南海地震防災対策推進地域に指定されてお
り、大地震に備え地域住民の安心、安全を確保す
るとともに、災害時における緊急物資の輸送道路
の確保が急がれている。
　また、志摩市から伊勢方面の病院に緊急搬送さ
れる患者数は、年間７５０件を超えている。更
に、市内最大の医療機関である県立志摩病院の救
急受入体制が、医師の激減により大幅に縮小さ
れ、今後、ますます伊勢方面への緊急搬送の増加
が予想される。現行の最短ルートである県道伊勢
磯部線は、狭隘でカーブも多く、事故発生件数は
年間１４０件を超えており、事故に伴う渋滞も同
様に発生している。
　緊急治療を要する患者を安全かつ迅速に搬送す
るための命の道として、「伊勢志摩連絡道路」の
整備が不可欠であり、「伊勢市二見町～鳥羽市白
木（第二伊勢道路）」の伊勢神宮の御遷宮（平成
２５年）までの早期開通と、「鳥羽市白木～志摩
市磯部町恵利原」の残区間についての整備が重点
的に推進されることにより、大きな効果が期待さ
れる。
　　これらのことから、地方の課題や目指すべき
将来像に照らして、地方を代表する主要な施策で
あるため。

121 三重県 御浜町 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月１４日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆地域活力の向上
日本一大きい紀伊半島一周の近畿自動車道紀
勢線の早期完成

－ －
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連番

都道府県名 市町村名 意見・提案内容 意見・提案理由 備考

124 岐阜県 美濃市 都市間交通ネットワーク強化に関する重点的
な取り組みが必要。

　東海環状自動車道の東回りルートの開通は、美
濃地方と愛知県三河地方を直結させただけでな
く、東海北陸自動車道との接続により、三河地方
と日本海側が直結し人・モノ・情報の交流が活発
化し地域資源を活用した地域の魅力を向上させて
います。こうしたことを踏まえ、西回りルートの
建設促進及び東回り区間の全線４車線化の推進が
必要である。
　国道156号線については、円滑な交通処理のた
め、一部交差点改良などの整備・改良及びバリア
フリー化の為の歩道整備を促進する必要がありま
す。
　また、県道は、周辺市町を結ぶ重要な幹線道路
であり、広域交通の円滑化、所要時間の短縮及び
産業経済発展を図るための計画的な建設を促進す
る必要があります。

130 長野県 塩尻市 道路事業に関する目標等については、平成20年
10月20日付けで道路局長あてに提出したものと
同じ。
☆地域活力の向上
国道19号塩尻北拡幅事業の推進

－

4 長野県 天龍村 H20年10月15日付で道路局長あてに提出し
たものと同じ。（別紙）
☆交通安全対策及び危機管理対策
国道418号国補特殊改良事業
安全な車両交互通行、緊急車両の安定走行、
観光面での大型車両の乗り入れ可能や利用者
の増加

－

8 静岡県 小山町 １新東名高速道路の事業促進

２国道２４６号の小山町内暫定２車線区間
４．４ｋｍの４車線化の事業促進

３国道１３８号御殿場バイパスの４車線化の
事業促進

４国道２４６号中島インターと県道山中湖小
山線の接続事業促進

５町道足柄三保線の第２期工事（谷戸地区）
の事業促進

６国道４６９号の国道２４６号中島インター
への延伸事業化

国道２４６号及び１３８号は、富士山麓に立
地している企業の首都圏へのアクセスや富士
箱根伊豆国立公園の観光アクセスとして重要
な役割をはたしています。
しかしながら、小山町内では新東名高速道路
や国道２４６号の残り４．４ｋｍ区間及び国
道１３８号御殿場バイパスの４車線化が未着
手であります。また、国道２４６号中島イン
ター周辺の整備と、接続する県道山中湖小山
線の事業促進や国道４６９号の延伸事業化も
現在小山町で進めている、F1ビレッジ計画
の実現に対し必要不可欠な事業であります。
また、国庫補助事業として実施しております
町道足柄三保線改良舗装工事についても、市
街化区域の基幹道路の整備計画として第２期
工事（谷戸地区）の事業採択が必要でありま
す。以上の道路整備を緊急に進めていただく
ことにより、渋滞が解消されるとともに地域
の活性化及び災害時への対応を図ることが期
待される。

9 静岡県 小山町 １　国道４６９号の国道２４６号中島イン
ターへの延伸事業化

２　国道２４６号中島インターと県道山中湖
小山線の接続事業促進

F1ビレッジ整備等富士山エリアの観光地と
して、スポーツカー愛好家をはじめ多くの人
が訪れ、ここでしか体験できないモータース
ポーツの世界を楽しむことにより、交流人口
の拡大及び地域経済の活性を図ることができ
る。

16 静岡県 伊豆市 伊豆縦貫自動車道の一環である「天城北道
路」大平ICから天城湯ヶ島IC（仮称）までの
天城北道路第２工区及び国道１３６号までの
早期着手・早期完成が大いに期待されてい
る。

慢性化している国道１３６号、国道４１４号
の渋滞解消観光を始め広域的医療や福祉サー
ビス、さらには災害時の緊急輸送路として重
要な役割を担っている。

－

観光ルートの整備を
求める意見。
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19 静岡県 伊豆市 伊豆中央道及び修善寺道路の無料化の要望。 富士山静岡空港の開港により交流人口の増加
が期待でき、交流車両の増加も予想される。
両道路の無料化は、観光地である伊豆半島全
体の交通網をスムーズにすると共に、住民の
日常生活に利便性が増すことにより、消費動
向や地域間への交流も活発になる。

－

54 岐阜県 高山市 ４．交流が活発な中部（交流・連携）
①人・モノ・情報の交流を拡大・活発化しま
す。
北陸圏と中部圏の魅力的な観光ルート、国際
競争力のある物流機能や人的交流機能等高速
交通ネットワークのアクセスを推進すること
が必要

能登自動車道は、北陸圏と中部圏を結ぶ交通
ネットワークを形成するうえで国際的な物
流、人的交流機能を有しており、必要かつ重
要な道路であり更なる整備促進が必要であ
る。

北陸ブロック地方
重点方針意見

108 三重県 伊勢市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月２０日付け　２０監理第１７３８
号で道路局長あてに提出したものと同じ。
☆観光交通による渋滞対策の推進
国道23号の整備（内宮周辺の駐車場への付
加車線の整備等）、県道館町通線（交通渋滞
分散ルート）の整備、Ｐ＆Ｒの推進、自転車
周遊ルートの設定

－ －

114 三重県 志摩市 英虞湾架橋の建設に関する重点的な取組が必
要。

　国道２６０号バイパスの開通をひかえ、観
光地としての更なる集客力アップや合併によ
る地域間交流の強化、産業の振興のために
は、「英虞湾架橋」の建設による周遊ルート
の設定が不可欠であり、地方の課題や目指す
べき将来像に照らして、地方を代表する主要
な施策であるため。

119 三重県 鳥羽市 　中部ブロックにおける社会資本の重点事項
の１つに「交流・連携」があがっているが、
地方の賑わい・活性化の実現のためには、道
路ネットワークの整備が不可欠であると考え
られる。サブプライムローン問題に端を発し
た不況の波が本市の基幹産業である観光業に
も押し寄せてきている。各企業においては知
恵を絞り、誘客・交流の促進に努めていると
ころであるが、道路をはじめとする社会基盤
の計画的整備こそが観光交流の拡大・地域の
魅力向上を大きく後押しするものと思われ
る。

　平成２５年の第６２回神宮式年遷宮に向け、伊
勢志摩地方は注目を集めており、本方針の計画期
間である５年間は、地域の活力を再生するための
またとない機会であると考える。昨年度提出した
「道路行政への意見」の中でも触れているが、現
在、伊勢志摩連絡道路の建設が進められており、
これと併せて本道路から市内部へ誘導する道路
ネットワークを整備することが観光客の周遊化に
つながり、広域観光の面から大きな効果を生むも
のと考えている。国際観光文化都市である本市に
は、市民の生活道路の改善に加え、年間約５００
万人の観光客に応えられる基盤整備が求められて
いるという特殊需要を考慮いただき、事業計画へ
の位置づけをお願いしたいところである。

123 三重県 熊野市 南三重地域及び紀伊半島南部の恵まれた自然環境
は、この地域の発展には必要不可欠な重要な観光
資源であります。しかし、産業・経済・文化等の
開発振興の根幹である社会資本の整備の遅れは、
これら多くの観光資源と豊富な農林水産資源を充
分に活用できない重要な課題となっています。ま
た、昨今の医師不足から、病院の統合は必須と
なってきており、大病院と距離のある地方では命
にかかわる重大な問題となっています。更に、わ
が国有数の豪雨地帯である紀伊半島南部は、度重
なる台風や集中豪雨により再三陸の孤島となって
います。このようなことから、吉野熊野国立公園
や世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」（熊野古
道）を始めとする資源を充分活用するととも
に、、緊急時や災害時に対し、安全で安心できる
信頼性のある交通ネットワークを構築していただ
きたい。そのためには、近畿ブロックとの連携を
更に強化し、紀伊半島を周遊する道路整備、京阪
神と最短距離で結ぶ道路を整備するため、近畿自
動車道紀勢線、一般国道４２号、一般国道１６８
号及び一般国道１６９号を一体的に整備していた
だきたい。

中部ブロックのめざすべき将来の姿（案）を
実現するためには、中部圏と近畿圏の両ブ
ロックが連携した高規格幹線道路等の整備が
不可欠である。
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11 静岡県 御殿場市 ５　愛着の持てる中部【くらし】において
「スポーツ・健康づくりに関する取組」を取
り上げていただきたい。

　中部圏域はその立地上の優位性からナショ
ナルトレーニングセンターの競技別強化拠点
として、馬術、ホッケー、高地トレーニン
グ、アーチェリー、さらにはスケート、ボブ
スレー、カーリング等多くの指定を受けてい
る地域です。
　また、良質な温泉資源も多く存在してお
り、静岡県では温泉を利用した健康増進と癒
しに関する取組を「かかりつけ湯」として広
くＰＲしております。
　スポーツと健康づくりに関する取組を進め
ることにより、既存資源の連携による交流の
促進に資するとともに、住民の健康増進と健
康関連産業の振興が図られる。

57 岐阜県 高山市 ４．交流が活発な中部（交流・連携）
③中山間地や農山漁村の地域活力を向上し、
各地域の自立を促します。
グリーン・ツーリズムによる都市農山漁村交
流による観光誘客、滞在型観光の取組みが必
要

地域がもつ自然や文化などの豊富な資源を活
かし、多様なニーズに対応した魅力ある体験
メニューにより都市圏との交流による地域経
済の活性化を図ることが必要である。

－

58 岐阜県 高山市 ４．交流が活発な中部（交流・連携）
④独自の地域資源を活用し、観光など地域の
魅力を向上します。
伝統的地場産業の活性化に対する取組みが必
要

高山市においては、近年の経済不況から伝統
的地場産業の衰退が懸念され課題となってい
る。広域的な観点から人材の育成、後継者の
育成などによる伝統技術に対する支援が必要
である。

－

59 岐阜県 高山市 ４．交流が活発な中部（交流・連携）
④独自の地域資源を活用し、観光など地域の
魅力を向上します。
地域資源を活かした、外国人観光客の誘客を
推進することが必要

豊かな自然環境や歴史文化施設等の観光資源
を活用した広域観光を促進するため、通訳ボ
ランティアの活動、多言語による積極的な情
報発信等により外国観光客誘致に向けた取組
みが必要である。

－

127 岐阜県 美濃市 サイクルツアー推進事業の重点的な取組が必要。 地方の課題や目指すべき将来像に取り組む、地方を
支援する代表的な施策である。
　地球規模の環境問題が報じられ、昨年来からの
100年に一度といわれる世界経済の落ち込みなど多
くの問題が重なる中、日本の再生は地域の再生に
よって実現すると考えから、地方支援の経済政策と
して市町村で計画決定されている事業の推進を行う
ことが重要と考える。
　平成16年2月に国土交通省のサイクルツアー推進
事業モデル地区の指定を全国15地区が受け、サイク
ルツアー推進計画を策定し、スローライフの時代に
ふさわしく環境にもやさしく、だれもが利用できる
自転車というツールを使って、サイクリングを楽し
みながら、地域の魅力をゆっくり堪能する新しい
ツーリズムの普及と地域の活性化を図るため、広域
的に地方公共団体、道路管理者、河川管理者、観光
行政などが連携をし、自転車で安心して走行できる
道路環境の整備を推進する必要がある。
　本市では、市内全域をサイクリングで楽しみなが
ら回遊する、サイクリングマップの作成、サイクル
ステーションの整備、景観形成整備事業（ポケット
パーク）。サイクルフェスタ及び国際自転車レース
ツアーオブジャパンなどを開催し、環境保護、健康
増進、景観形成、観光振興、道路交通などのための
自転車を活用したまちづくりの推進をしています。
この事業は、地球規模の環境問題をはじめ、ポスト
自動車社会の重要な施策であり、モデル事業を成功
させ全国に広めていくことが重要である。よって、
改めてこの事業の国の支援策を経済対策として提案
します

3 長野県 飯田市 中央新幹線の整備促進に関する重点的な取り
組みが必要。

地方の課題や目指すべき将来像に照らして、
地方を代表する主要な施策であるため。

－

98 三重県 亀山市 　中部圏の広域連携機能を強化し、広域交流
拠点として発展していくため、首都圏・中部
圏・近畿圏を結ぶリニア中央新幹線の早期開
通に向けて重点的に取り組むこと。

　リニア中央新幹線については、２０２５年
の東京－名古屋間の営業運転開始に向けた調
査が開始されるなど、実現へ向けた動きが加
速している。
　中部圏の広域連携機能を強化し、広域交流
拠点として発展していくため、首都圏・中部
圏・近畿圏を結ぶリニア中央新幹線について
の具体的な記載が必要である。

新幹線鉄道の整備を
求める意見。

地域資源を活用した
整備を求める意見。

（参考）　14 / 19 ページ



(参考）

重点整備方針素案へ向けた市町村意見一覧

意見分類 意見
連番

都道府県名 市町村名 意見・提案内容 意見・提案理由 備考

105 三重県 亀山市 首都圏・中部圏・近畿圏の連携を強化し、各
圏域の更なる発展を図るため、首都圏・中部
圏・近畿圏をつなぐリニア中央新幹線の早期
開通に向けて重点的に取り組むこと。

　リニア中央新幹線については、２０２５年
の東京－名古屋間の営業運転開始に向けた調
査が開始されるなど、実現へ向けた動きが加
速している。
　首都圏・中部圏・近畿圏の産業を更に発展
させ、広域連携を図るため、首都圏・中部
圏・近畿圏を結ぶリニア中央新幹線について
の具体的な記載が必要である。

近畿ブロック地方
重点方針意見

25 静岡県 牧之原市 空港に関する重点的な取組が必要。 空港を利活用した観光交流の活性のため、中
部国際空港、県営名古屋空港、県営富士山静
岡空港の連携（イン・アウト）に基づいた圏
域内広域的観光ルート開発が必要。

－

111 三重県 伊勢市 陸、海の交通ネットワークの強化に関する重
点的な取り組みが必要。

伊勢市の目指すべき将来像として、観光によ
る地域の活性化は大きな施策である。環伊勢
湾・三河湾とをつなぐものとして、海上交通
によるスムーズなアクセス、また伊勢湾口道
路による三遠南信地域との連携を図ることに
より、国内外からの観光誘客の促進に繋が
る。

52 岐阜県 高山市 ４．交流が活発な中部（交流・連携）
①人・モノ・情報の交流を拡大・活発化しま
す。
誰もが観光を気軽に楽しむことのできるよう
情報通信技術を活用した移動支援等、観光情
報のバリアフリー化が必要

外国人観光客、障がい者、高齢者等に対し、
情報通信技術を活用した移動支援等、誰もが
観光を楽しむことのできる観光情報のバリア
フリー化の取り組みが必要である。

－

53 岐阜県 高山市 ４．交流が活発な中部（交流・連携）
①人・モノ・情報の交流を拡大・活発化しま
す。
ユビキタス・ネットワーク技術を活用した観
光情報の提供に対する取組みが必要

観光スポット等、場所情報システムを活用し
た観光情報システムの構築が必要である。

－

56 岐阜県 高山市 ４．交流が活発な中部（交流・連携）
③中山間地や農山漁村の地域活力を向上し、
各地域の自立を促します。
中山間地域における耕作条件不利地と中小規
模農家に配慮した取り組みが必要

農家の高齢化や後継者不足を抱える中山間地
地域では、耕作放棄地の増加等により多面的
機能の低下が特に懸念されており、農地管理
の視点に立った支援が必要である。

－

76 岐阜県 大垣市 農業基盤の整備（ソフト面・ハード面）に関
する重点的な取組が必要。

営農人口の減少、それからくる耕作放棄地の
拡大、農村の衰退、農業施策に起因する食料
自給率の低下。

広域情報基盤の整備
を求める意見。

71 岐阜県 大垣市 ４．交流が活発な中部【交流・連携】
　まんなかの位置的優位性を生かし、～国内
外との情報ネットワークや交通ネットワーク
が強化・円滑化された地域～各地域の自立、
目指す。

　大垣市においては、ＩＴ（情報通信）産業
を２１世紀の基幹産業と位置づけ、県との共
同により、「高度情報戦略拠点・ソフトピア
ジャパン」を整備するなど、高度情報都市づ
くりに取り組んでいる。
　こうした取り組みが広域の観点から重点的
に推進されることにより、一層の交流・連携
が拡大・活発化されることが期待される。

港湾・空港を活用し
た交流拡大を求める
意見。

観光情報基盤の整備
を求める意見。

農業基盤の整備を求
める意見。
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重点整備方針素案へ向けた市町村意見一覧

意見分類 意見
連番

都道府県名 市町村名 意見・提案内容 意見・提案理由 備考

交流拠点基盤の整備
を求める意見。

10 静岡県 小山町 F1ビレッジ整備計画の実現 本計画は小山町にある富士ｽﾋﾟｰﾄﾞウエイの西
南にある東西長手：約７５０ｍ、南北短手：
約１５０ｍの敷地約１０haにおいて、大規
模観光交流拠点としてのモータースポーツエ
リア（モータースポーツ関連の工場立地や
オーナーガレージの設置、さらには観光交流
拠点としてのホテルやレストラン、地元産の
売店施設の設置etc）を形成しようとするも
のです。また位置をほぼ同じくして、新東名
のパーキングエリアの計画があります。
この付近は富士山の南東の裾野に広がる森林
地帯の景観が展開し、北東方向には霊峰富士
の雄姿が見える。冨士霊園も近く、ゴルフ場
も多数あり、雄大な自然環境の中にありま
す。特に特筆すべきは、なんと言ってもF1
グランプリが開かれ、日本を代表するレーシ
ングコース富士スピードウエイのエントラン
スのほぼ正面に位置しているところです。
　新東名のパーキングエリアのスマートイン
ター化や、この計画の実現に向け、国道４６
９号の国道２４６号中島インターへの延伸事
業化や、同様に県道山中湖小山線の中島イン
ターへの接続の事業促進をお願いするもので
あります。

もてなしの心の醸成
を求める意見。

65 岐阜県 高山市 ５．愛着の持てる中部（暮らし）
⑤誇りや愛着を持てる協働・参加型の地域づ
くりを支援します。
観光地の質を高めるためホスピタリティあふ
れる人づくり、地域づくりに対する取組みが
必要

人々の健康志向、自然とのふれあい志向が高
まる中、訪れる人々に心地よい満足感や癒し
を提供するホスピタリティ（もてなし）の促
進が必要である。

－

有料道路の無料化を
求める意見。
観光ルートの整備を
求める意見。

19 静岡県 伊豆市 伊豆中央道及び修善寺道路の無料化の要望。 富士山静岡空港の開港により交流人口の増加
が期待でき、交流車両の増加も予想される。
両道路の無料化は、観光地である伊豆半島全
体の交通網をスムーズにすると共に、住民の
日常生活に利便性が増すことにより、消費動
向や地域間への交流も活発になる。

－

地域間格差の是正を
求める意見。

118 三重県 鳥羽市 　中部地方の課題として、「地域の活力衰退
と地域間格差の拡大」があげられており、本
市の現状に通ずる重要なテーマであると考え
る。一方で将来都市像実現のための基本的ス
タンスに「効率性重視」という柱が見られ、
これが地域間格差の助長の一因となりかねな
いという懸念がある。

　例えば、地方道路交付金事業では費用便益Ｂ/
Ｃの考え方が基本となっているが、高齢化が進む
本市のような地方部においては効率性を重視する
社会基盤整備が地域間格差拡大につながり、更な
る人口減少を生むという悪循環を生む可能性があ
るため、数値には表れにくいものの、真に地域が
必要とする都市基盤の整備効果への配慮をお願い
したい。また、４月２２日に道路特定財源を一般
財源化するための改正道路整備事業財政特別措置
法が可決・成立したが、維持修繕・バリアフリー
化等、道路整備は地域住民の生活に直結している
ため、地方の要望に則した財源充当をご検討いた
だきたいと考える。

33 静岡県 湖西市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月２０日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆安全・安心の実現
日常生活における安全を確保し、安心して暮
らせるために、交通安全施設や自転車歩行車
道などの整備を進める：交通安全施設整備

― ―

37 岐阜県 高山市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月２０日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆交通対策、危機管理強化
中部縦貫自動車道の整備促進、国道41号の
高規格化と石浦・高山国府ＢＰの整備促進、
橋梁補修（耐震対策）事業の推進、豪雪雪寒
対策事業の推進、踏切拡幅事業の推進など

－ －

交通安全施設の整備
を求める意見。
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重点整備方針素案へ向けた市町村意見一覧

意見分類 意見
連番

都道府県名 市町村名 意見・提案内容 意見・提案理由 備考

94 三重県 川越町 道路行政については、平成20年10月17日
付けで道路局長あてに提出したものと同じ。
☆国道の歩道等維持管理について
生活者の視点に立った維持管理

－ 「今後の道路行政
について意見・提
案」

103 三重県 亀山市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月２２日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆良好な生活空間の形成
歩道等の交通安全施設の整備と狭隘道路の整
備改良

129 長野県 塩尻市 道路事業に関する目標等については、平成
20年10月20日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆総合的な交通安全対策及び危機管理の強化
国道19号桃岡改良事業の推進

38 岐阜県 高山市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月２０日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆ユニバーサルデザインに配慮した人にやさ
しいみちづくり市街地や高山駅周辺エリアで
のバリアフリー化、臨時交付金事業、高山駅
周辺土地区画整理事業の推進、まちづくり交
付金事業の拡充など

－ －

61 岐阜県 高山市 ５．愛着の持てる中部（暮らし）
③快適で安全に暮らせる生活圏の実現をめざ
します。
ユニバーサルデザインの視点に立ったバリア
フリーのまちづくりが必要

高山市は、高齢者や障がいのある方など、全
ての市民がくらしやすいまち、訪れる人に
とっても過ごしやすいまちを基本的な理念と
して「安全・安心・快適なバリアフリーのま
ちづくり」の取組みを推進している。
急速に進行する高齢化、また、障がい者の増
加が見込まれるなか、ユニバーサルデザイン
の視点に立ったまちづくりが重要であり、ソ
フト・ハード面等総合的な支援が必要であ
る。

－

89 愛知県 半田市 道路施策の重点事項に関しては、平成２０年
１０月２０日付けで、道路局長あてに提出し
たものと同じ。
☆少子・高齢化社会に対応したバリアフリー
社会の形成
駅自由通路のエスカレーター・エレベーター
維持管理への補助

土木課

87 愛知県 半田市 道路施策の重点事項に関しては、平成２０年
１０月２０日付けで、道路局長あてに提出し
たものと同じ。
☆地域活力の向上
地域住民による環境美化活動（アダプトプロ
グラム）への補助

土木課

116 三重県 志摩市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月１４日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆地域活力の向上
美化パートナー助成事業（市民や各種ボラン
ティア団体と協働による道路清掃・植栽等）

117 三重県 志摩市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月１４日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆地域活力の向上
道路関連原材料費助成事業（自治会等による
道路清掃への助成）

バリアフリーなまち
づくりを求める意
見。

住民参加促進を求め
る意見。

（参考）　17 / 19 ページ



(参考）

重点整備方針素案へ向けた市町村意見一覧

意見分類 意見
連番

都道府県名 市町村名 意見・提案内容 意見・提案理由 備考

46 岐阜県 高山市 ２．活力ある中部（強い競争力）
③快適で安全に暮らせる生活圏の実現をめざ
します。
ドクターヘリの導入に向けた取り組みが必要

高山市は、起伏が激しく交通の便が悪いた
め、地域からの迅速な救急搬送の対応が求め
られており、災害時における孤立集落対策、
豪雪時の救急搬送対策など災害を克服し、暮
らしの安心を得るためにも導入支援が必要で
ある。

－

60 岐阜県 高山市 ５．愛着の持てる中部（暮らし）
②安全で住みやすい居住環境の実現をめざし
ます。
地域の病院、診療所施設整備、設備の充実に
対する取組みが必要

中部圏の農山漁村では、過疎化や高齢化等の
進展により、地域医療体制の充実が必要であ
る。ソフト・ハード面等総合的な支援が必要
である。

－

少子高齢社会対策を
求める意見。

62 岐阜県 高山市 ５．愛着の持てる中部（暮らし）
③快適で安全に暮らせる生活圏の実現をめざ
します。
高齢化が進展する中、冬期の外出が困難な高
齢者等の生活支援の取り組みが必要

公共交通の確保、施設整備（克雪住宅）、高
齢者に代わって雪下ろしをするボランティア
を活用するなど、重点的な支援策が必要であ
る。

－

地方の公共交通確保
を求める意見。

63 岐阜県 高山市 ５．愛着の持てる中部（暮らし）
③快適で安全に暮らせる生活圏の実現をめざ
します。
過疎地域における交通空白地帯解消、交通弱
者に対する取り組みが必要

公共交通事業者におけるバス路線の廃止が相
次ぐなか、公共交通の活性化・再生に向けた
制度支援が必要である。

－

地方の情報基盤の整
備を求める意見。

64 岐阜県 高山市 ５．愛着の持てる中部（暮らし）
④ユビキタスネットワーク社会に対応した情
報提供を進めます。
地域間情報格差につながる総合的な地域情報
化の取り組みが必要

難視聴地域における地上デジタル放送受信対
策等、テレビ共聴施設のデジタル化に対する
支援拡充が必要である。

－

踏切道立体化を求め
る意見。

81 愛知県 春日町 道路事業に関する目標等については、平成
20年10月20日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆鉄道立体事業の推進
ＪＲ東海（東海道本線）四ツ谷踏切の渋滞解
消

水辺の景観形成を求
める意見。
身近な公園の整備を
求める意見。

91 愛知県 半田市 港湾施策の重点事項に関しては、平成２０年
１１月１９日付けで、港湾局長あてに提出し
たものと同じ。
☆港湾環境に対する関心が高まるなか、地域
にとって身近に憩うことができる親水空間の
形成及び半田運河を核とした魅力ある地域づ
くりを図ること。

都市計画課

7 静岡県 小山町 道路は地域の生活や経済活動を支える最も重
要なもの

小山町が位置する富士山麓地域は、東名高速
道路で都心まで９０分という利便性により多
くの企業が立地しています。また、富士箱根
伊豆国立公園の観光地であるため、東名高速
道路、国道２４６号・１３８号をはじめ県
道・町道は車や人の往来に重要な役割をはた
しています。さらに、この地域は東海大地震
や神奈川西部地震の発生が危惧されており、
大雨などの災害時に通行止となる東名高速道
路や、国道２４６に替わる町内の県道・町道
の整備は十分であるとは言えない状況にあり
ます。災害時の火災や急病人等の緊急車両の
通行の円滑化を図るためには、避難ｱｸｾｽ道路
の整備が必要であります。小山町をはじめと
する地方には地域の活性化や安全で安心でき
る暮らしの実現を図るため、道路整備は必要
不可欠であり、緊急に実施しなければならな
い状況にあります。道路こそまちづくり、国
づくりの基本であることを改めて認識してい
ますので、今後も道路整備が滞ることなく着
実に進むよう要望いたします。

15 静岡県 伊豆市 事業の重要性や技術・財政など多面的視野に
立って、「水系一貫」の原則に基づき、広域
的な観点から実施されている直轄砂防事業の
継続、推進を強く希望。

狩野川上流域は、天城連山に囲まれ全国的に
も降雨量の多い地域である。急峻な地形と火
山性の土質という特殊性によりたびたび洪水
や氾濫を繰り返してきた。東海地震の警戒が
叫ばれているなか、地震と豪雨による土砂崩
壊の被害が懸念される。

－

地方医療対策を求め
る意見。

社会資本の計画的整
備を求める意見。
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重点整備方針素案へ向けた市町村意見一覧

意見分類 意見
連番

都道府県名 市町村名 意見・提案内容 意見・提案理由 備考

41 岐阜県 高山市 道路事業に関する目標等については、平成２
０年１０月２０日付けで道路局長あてに提出
したものと同じ。
☆公共事業に対する地元負担の軽減について
国をはじめとする公共事業に対する県や市町
村などの地元負担を考慮した新たな制度の確
立

－ －

93 愛知県 半田市 港湾施策の重点事項に関しては、平成２０年
１１月１９日付けで、港湾局長あてに提出し
たものと同じ。
☆社会資本整備重点計画を着実に推進するた
め、必要な財源を確保するとともに、衣浦港
の整備促進を図ること。

都市計画課

※中部ブロック地方重点方針以外の他ブロックの重点方針に関する意見の場合は、「備考」欄に「○○ブロック地方重点方針意見」と記載し
て下さい。

※斜体の青色文字（意見・提案内容欄の「☆」以降等）は整備局で追加した事項。

※平成２０年９月１９日付けで国土交通省道路局長より依頼の「今後の道路行政についての意見・提案の提出について」において既にご提案
いただいたものと同じ内容をご提出頂く場合には、その旨を記載してください。
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